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定期大会号

２０１６年度運動方針案を可決

　今大会でもうれしい報告があり、８月には高知県のエム・セテック労働組

合が西四国地協へ加盟し、共に活動する仲間が増えました。歓迎の意を表し

たいと思います。

　今年は地協傘下組織の総力を挙げて取り組んだ第24回参議院議員選挙で

は、「矢田わか子」さんを立派な成績で国会へ送り出すことができました。

　各組織にはこれまでの間、無理なお願いをしましたが、組織をあげたこれ

までの様々な取り組みにお礼を申し上げます。

　当選させるのが最終のゴールではなく、これからは地域では解決できない

課題など、地域視点でも意見提起を行っていくことが必要です。地協内で

も、そのような視点で論議をお願いします。

　日本を取り巻く情勢は、隣国の不可解な行動や周辺海域での緊張状態の継続、イギリスのＥＵ離脱やアメリ

カの大統領選挙の行方など、不透明というほかありません。

　国内では、震災被害や異常気象・台風による水害の多発など、家屋や公共インフラ、農作物の被害にとどま

らず、多くの人命を奪うなど今なお大きな傷跡を残しています。

　また、少子化による人口減少、超高齢化などを背景に、現在でも40兆円を超える税金が投入され、持続可

能な社会保障制度の再構築、国の債務問題など難問が山積している状況です。

　中でも人口減少が生活に及ぼす影響は計り知れないものがあり、将来を見据えた社会のシステム、地域社会

のあり方については早急な対応が必要といえます。

　しかし、現在の政府の政策は、国土強靭化の名の下で再びコンクリートへの投資、物価上昇を伴う経済成長

による税収と企業収益、個人消費の増加による景気回復など、従来の高度経済成長時代を彷彿（ほうふつ）と

させる政策が中心となっています。

　一方、電機産業は円高の長期化、業種による業績のバラツキ拡大など、国内、国際情勢の不透明感とあい

まって予断を許さない状況が続いています。

　地協加盟の組合においても組織再編や構造改革の効果により、危機的な状況にあった企業も、その状況から

脱しつつあると認識しています。しかし拠点存続という大きな課題を抱える組織もあります。国際情勢や日本

の課題を踏まえると、将来に対し楽観できる状況にはありません。

　これまで議長の重責を８年間勤めさせていただきました。地協の役員や加盟組織の役員など大変多くの方に

支えられ、この日を迎えることができました。自組織の事情により議長は退任しますが、組合役員は継続する

予定です。地協での８年間、本当にありがとうございました。

　先を見通すことが困難な時代だからこそ、地域で集う仲間が多くの情報を共有し、相互に意見を出し合い、

悩みの解決や運動の前進をさせていかなければなりません。みなさんのご協力で目指すべき組織の姿に着実に

近づきつつあると思います。新体制でも、本音を言い合える、同じように悩み、助け合い、楽しむことが出来

る組織にしていただくことをお願いします。

（要旨）大谷議長挨拶（要旨）大谷議長挨拶
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2016年９月30日に、愛媛県勤労会館（松山市）で第22回定期大会を開催しました。
大会では2015年度の取り組みを総括し、2016年の運動方針案を満場一致で可決しました。
１号議案では新規加盟組合『エム・セテック労働組合』の加盟を歓迎し、各組織が協力して地協活動を進
めていくことを確認しました。

２０１６年度運動方針案を可決
悩みを共有し、互いに助け合いながら運動を前進させよう悩みを共有し、互いに助け合いながら運動を前進させよう



定期大会で確認された２０１６年度の重点取り組み

2016年度・2017年度地協役員2016年度・2017年度地協役員

定期大会で確認された２０１６年度の重点取り組み

後列左より　山田、金川、石城、竹内
中列左より　山下、上甲、松高、岡田
前列左より　河野、越智、芥川、武田

№１常任幹事会
（愛媛地域協・高知地域協）幹事会
（中国四国ブロック）ユニオンセミナー
加盟組合闘争組懇談会
№２常任幹事会／電機連合中央委員会議案オルグ
加盟組合共済加入促進担当者会議
（中国四国ブロック）新任役員セミナー
（四国ブロック）中堅中小労組連絡会
№３常任幹事会
電機連合大会議案オルグ／四国電機産業労使懇談会
№４常任幹事会
№５常任幹事会

開催時期が決定している行事のみ記載具体活動計画
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加盟組織を巡回し、経営・労働・組織課題などの情報交換を行い活動の支援を行います。

組合役員を中心とする人材育成支援として、研修会や勉強会の開催と内容の充実に努めます。

地域での産別運動推進と組織強化に向けて、組織拡大に取り組んでいきます。

政策制度の取り組みへの理解と政治への取り組みが身近に感じられるフォーラムなど組織内議員とも
連携し取り組みを進めていきます。

中堅中小労組への組合活動活性化にむけて、個々の課題に応じた勉強会、共済推進や日常課題の解決
に向けたサポートを行っていきます。

電機連合
萩原中央執行委員

連合愛媛
杉本会長

元衆議院議員
ながえ孝子さん

四国労働金庫
藤澤副理事長

西条市議会
越智議員

電機連合政治顧問
矢田参議院議員

多くの方に激励のメッセージをいただきました

ルネサスグループ連合西条地区支部
ルネサスグループ連合高知地区支部
東芝ライテックユニオン今治支部
パナソニック ヘルスケア労組四国支部
パナソニック ヘルスケア労組四国支部
東芝ＥＩコントロールシステム労組四国支部
愛媛電算労組
パナソニックヘルスケアビジネスサポート労組
コネクシオ労組四国支部
ＯＳセミテック労組
東芝ライテックユニオン今治支部
愛媛電算労組

会計監査

越　智　俊　盛
武　田　　　浩
芥　川　　　正
河　野　健太郎
上　甲　章　史
石　城　善　宏
岡　田　康　寛
松　高　政　幸
山　田　　　彰
竹　内　克　典
金　川　浩　章
山　下　　　毅

議　　長

副 議 長

事務局長

常任幹事

2016年11月2日
　　　　　

11月11～12日
12月14日

2017年1月13日

1月20～21日
3月18日
4月21日
6月16日
6月17日
8月23日

時　期 具　体　活　動

抱負を語る越智新議長
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（退任役員の皆さん）これまでの活動ご苦労様でした。

８月よりエム・セテック労働組合が仲間になりました。８月よりエム・セテック労働組合が仲間になりました。
　地球温暖化が叫ばれる中、再生可能エネルギーとして最も普及しているのが太陽光発電です。全量固定価格

買取制度制定以降、住宅・公共施設・遊休地等に太陽光パネルが盛んに設置・展開されています。その内、住

宅に設置された太陽光パネルには、私たちが製造したシリコンが使われているかもしれません。会社は、太陽

光発電向け単結晶シリコンインゴットの製造を行っており、現在、国内では最大の太陽光発電向け単結晶シリ

コンの専門メーカーです。1984年に製造を開始し、2004年に高知県須崎市へ展開、２工場・24時間体制で生

産しています。生産能力は、太陽光発電量相当に換算すると約１ＧＷ／年となり、一般家庭向けとしては20万

軒以上に相当する発電量になります。

　労働組合設立は1998年、約20年の歴史がありますが、高知

工場創業以降、組合活動は展開されていませんでした。また、

2009年より台湾電子デバイスメーカの傘下となり、協調的な

労使関係を築いてきた日本の企業と異なって、海外では労使紛

争もまれでないため、労働組合への理解が得られていないのが

現状です。

　当面は「労働協約」の締結を目標としていますが、より良い

労働環境の実現にむけ、会社と良好な労使関係を構築すること

や、組合員の労働条件の維持改善ならびに、働きやすい会社環

境の構築を目指して取り組みますので、みなさんのご支援・ご

協力をお願いいたします。

政治を身近に考え、労働運動の前進を政治を身近に考え、労働運動の前進を
　９月30日の定期大会後に、前参議院議員　加藤敏幸さんの

講演会を開催し、役員、地協ＯＢを含め約50名が参加しまし

た。

　これまでの労働運動や国会議員の経験から、現在の国内外

の情勢や生活者視点から政治に関心を持っていくことが非常

に重要である事について話され、最後に労働組合としての役

割や役員に期待することについて講演をいただきました。

　日頃の組合活動において、私たちの生活と切り離せない政

治や国の課題に対して関心が高まるよう、きっかけづくりや

組合員との対話の重要性について再認識しました。

大谷宣彰（前議長） 渡部哲也（前副議長） 上田広幸（前常任幹事）

（後列左より）
筒井執行委員、西原執行委員、大崎書長、渡邊執行委員
（前列左より）
中川副執行委員長、島田執行委員長、古味副執行委員長

熊野秀史（前常任幹事） 竹箇平貴隆（前会計監査）
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